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平成平成２２２２年年（（20102010））77月月11日日
歴史・文化の継承と創造歴史・文化の継承と創造
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▲井上先生の説明を熱心に聞く保護者の皆さん

　町内３つの幼稚園が一堂に会する

親と子の合同学習会を６月２日に中

央公民館で開催しました。

　第１部はアトリエ自遊楽校のあき

らちゃん＆ラーメンちゃんによる歌

遊びコンサートが行われ、参加した

約２２０人の親子は、歌ったり踊った

り楽しい時間を過ごしながら、幼稚

園間の交流を深めていました。

　また第２部では、新たな取り組み

として、保護者を対象としたむし歯

予防教室を開催しました。

　松島町幼稚園歯科園医の井上博之

先生が講師となり、効果的なフッ素

の利用方法など、フッ素によるむし

歯予防についての講話が行われまし

た。

　町では、来年度以降幼稚園での

フッ素を活用したうがいを導入予定

で、今回の教室は、フッ素への理解

を深めるための一環として行われま

した。

�歌ったり踊ったりの
中で園児の自主性を
高める方法などを学
習しました

　昭和５３年に発生した宮城県沖地

震から３２年目の６月９日、松島中学

校ではまつしま防災学の授業を行い

ました。

　建築士会まつしま支部の皆さんや

役場職員が講師となり、危険箇所や

想定される災害などを図面に書き込

んで対策を話し合う図上訓練（ＤＩ

Ｇ）や一般住宅の簡易な耐震診断な

ど、学年毎に異なる災害学習をしま

した。

　ＡＥＤを使った救急救命講習を学

んだ３年生には、塩釜地区消防事務

組合消防本部長から全員に普通救命

講習修了証が交付されました。

　まつしま防災学は、地域の防災力

となる若者に防災に対する知識を身

につけてもらうため、授業の一環と

して町内の小中学校で行っています。

楽しみながら交流を
深める

地域の防災力を育てる

▲井上博之先生がフッ素によるむ
し歯予防をわかりやすく説明

�
模
型
を
使
っ
た
耐
震
診
断
方
法
を

学
ん
だ
二
年
生

�
救
急
救
命
講
習
を
受
け

た
三
年
生

�
図
上
訓
練
に
取
り
組
ん

だ
一
年
生
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▲東北歴史博物館の
　副主任研究員　佐藤　琴さん

▲メダカ捕りなどで地域の自然
とふれあいました

▲花壇もきれいにして
　きれいな商店街に（高城）

　６月４日に第二小学校の５年生が

校外学習を旧松島第三小学校で行い

ました。

　参加した３９人の児童の内、1年生

の時に旧第三小学校に通っていた７

人の案内で周辺の田んぼでメダカ捕

りなどを体験し、参加した児童は自

分達の地域にある豊かな自然とふれ

あっていました。

　7人の児童は「教室や体育館が

もっと広かったと思った」とかつて

の学舎を懐かしんでいました。

　また、旧第四小学校に通っていた

児童からは「今度は四小でもやって

ほしい」と要望が出されていました。

懐かしの学舎で
校外学習

　５月２３日から５月３０日までのゴ

ミゼロ（５３０）週間に町内各地区や

小中学校で清掃活動が行われました。

自宅の周辺や道路、公園などのゴミ

拾いや草刈りが行われ、多くのゴミ

が集められました。

　５月３１日に清掃活動を行った松

島中学校の生徒は「町がきれいに

なって嬉しい。毎年ゴミゼロ運動を

続けていきたい」と話していました。

　 町では、ゴミゼロ（５３０）週間を

実施して、「ゴミのないまちづくり」

を目指しています。

ゴミのないまちづくり
を目指して

▲各地区の皆さんが早朝からゴミ
拾いを行いました（根廻）

▲松島中学校の生徒は校外でのゴミ拾いを実施
（本郷）

▲以前より小さく感じた教室で合唱

▲景観に対する認識を深めました

　町では、松島町の景観を一緒に考

え話し合う景観ワークショップを開

催しています。

　５月２９日に行われた第１回ワー

クショップでは東北歴史博物館の佐

藤琴副主任研究員が「絵画にみる松

島」をテーマに講話しました。３２人

の参加者は松島の歴史的な景観・文

化の価値などの認識を深めていまし

た。

　景観ワークショップは全部で５回

開催する予定で、実際に現地を歩く

フィールドワークを行い、松島町の

景観の課題や特性、将来のイメージ

などについて検討します。

景観ワークショップ
を開催



特 集 �
平成21年3月31日以降、倒産、解雇、雇い止め等により離職された方々へ�

（次のすべての条件を満たしている方が対象となります）�

●平成21年３月31日以降、離職された方�

●失業（離職）時点で65歳未満であること�

●「雇用保険受給資格者証」の「離職理由」欄の数字が次のとおり表示になっている方�

１．対象者�

平成22年4月より国民健康保険税の�
　　　　　　　軽減措置が受けられます�
平成22年4月より国民健康保険税の�
　　　　　　　軽減措置が受けられます�
平成22年4月より国民健康保険税の�
　　　　　　　軽減措置が受けられます�

（広報5月号でもお知らせいたしましたが、改めてご確認ください）�

特 集 �

4

※　２１、２２　
雇用の更新の約束があったのに、雇い止めになった（それまでの雇用期間が）

※　３１
事業主から直接もしくは間接に退職の勧奨をうけたことにより離職したもの
（早期退職優遇制度等に応募して離職した場合は、該当しない）
上司、同僚等からの冷遇、もしくは嫌がらせを受けたことにより離職した

※　３２
通勤困難（通常の方法により通勤するための往復所要時間が概ね４時間以上である）な適用事業所の移転に
ついて事業主より通知され離職したもの（事業所移転の１年前以降の通知に限る）

特定受給資格者（離職理由欄：１１、１２、２１、２２、３１、３２）　倒産・解雇等による離職

離　　　職　　　理　　　由離職理由欄数字

解　雇１１

天災等の理由により、事業の継続が不可能になったことによる解雇１２

特定雇い止めによる離職（雇用期間３年以上雇い止め通知あり）２１

特定雇い止めによる離職（雇用期間３年未満更新明示あり）２２

事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職３１

事業所移転に伴う正当な理由のある自己都合退職３２
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※　２３　
期間の定めのある労働契約について、当該労働契約の更新又は延長があることは明示されているが、更新又
は延長することの確約まではない場合であって、かつ、労働者本人が契約期間満了日までに当該契約の更新
又は延長を申し出たのにもかかわらず、当該労働契約が更新又は延長されずに離職した場合。

※　３３、３４
事業主、労働者双方に責任がない。
（例）　
●被保険者本人が事業主から転勤を命ぜられ、配偶者、扶養すべき同居の親族と別居することを余儀なくさ
　れたために離職した場合
●父もしくは母の死亡、疾病、負傷等のため、父もしくは母を扶養するために離職を余儀なくされた場合、　
　または常時本人の介護を必要とする親族の疾病、負傷等のために離職を余儀なくされた場合
●体力不足、心身の障害、疾病、負傷・視聴・触覚の減退等により離職した場合

特定理由離職者（離職理由欄：２３、３３、３４）　　　　　　　　　　雇い止め等による離職

離　　　職　　　理　　　由離職理由欄数字

期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）２３

正当な理由のある自己都合退職（３１、３２、３４以外）３３

正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間１２カ月未満）３４

●問合先　町民福祉課　町民サービス班　� ３５４-５７０５

●雇用保険受給資格者証

　(「離職理由」欄に、１１・１２・２１・２２・３１・３２・２３・３３・３４）

の番号が記載されている方）

●国民健康保険被保険者証

●印鑑（認印）

※　雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。

※　国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象
になりますが、会社の健康保険に加入するなど国民健康保
険の資格を喪失すると軽減措置は終了します。

※　平成２１年３月３１日から平成２２年３月３０日に離職された
方については、平成２１年度の国民健康保険税の軽減措置の
対象にはなりませんが、平成２２年度の国民健康保険税の軽
減対象には該当しますので、ご確認ください。

軽　減　期　間

軽　　減　　期　　間離　職　年　月　日

平成２３年３月まで
平成２１年３月３１日から

平成２２年３月３０日

平成２４年３月まで
平成２２年３月３１日から

平成２３年３月３０日

２．軽減内容
　国民健康保険税は、前年

の所得で算定されますが、

軽 減 は 前 年 の 給 与 を

30/100 とみなして計算し

ます。

（前年中の所得を減額する

のは、非自発的失業者の給

与所得のみで、給与以外の

所得や、世帯内のその他の

国保加入者の所得について

は減額されません）

３．申請に

　　必要なもの
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●
世
帯
主
様
あ
て
に
書
留
郵
便
で

郵
送
し
ま
す
。

　

世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
分
を

ま
と
め
て
世
帯
主
様
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
。

　

な
お
、
転
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

（
転
送
不
可
）

●
窓
口
交
付
と
な
る
世
帯

　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
の
あ

る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
七
月
下
旬

に
個
別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
役

場
窓
口
で
更
新
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
学
生
特
例
の
保
険
証
に
つ
い
て

　

今
年
四
月
に
役
場
の
窓
口
で
更

新
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

有
効
の
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま

す
。

●
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら

　

保
険
証
の
記
載
内
容
に
誤
り
が

な
い
か
ど
う
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
等
）

な
お
、
加
入
者
に
異
動
が
あ
る
場

合
、
ま
た
、
す
で
に
社
会
保
険
に

加
入
さ
れ
た
方
が
い
る
場
合
は
、

役
場
町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス

班
窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

社
会
保
険
の
保
険
証
（
該
当
の

方
全
員
分
）
と
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

現
在
、
お
持
ち
い
た
だ
い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の

有
効
期
間
は
今
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　

八
月
一
日
か
ら
の
新
し
い
保
険
証
は
七
月
下
旬
に
世
帯
主
様

あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

一
斉
更
新
に
つ
い
て

なお、法改正により、被保険者証の様式が改正され、保険証の裏面に臓器提供

の意思表示欄を設けることになります。

　これにより、今までの保険証の裏面に記載しておりました注意事項は保険証の台紙の裏面に掲載しますので、

ご確認願います。

　古い （現在の） 保険証は有効期限 （平成２2年 7月 31日） を過ぎましたら、役場町民サービス班にお返しください。

注意事項　　診療を受けようとするときには、この証をその都度保険医療機関等の窓口で渡してください。

※ 以下の欄は臓器提供に関する意思を表示する欄として使用できます。記入する場合は、該当する

１～３の番号を○で囲んだ上で提供したい臓器を○で囲んでください。

1　私は、脳死の判定に従い、脳死後、移植の為の○で囲んだ臓器を提供します。

　　（×をつけた臓器は提供しません。）

　　　　　心臓・肺・腎臓・膵臓・小腸・眼球・その他（　　　　　　　）

２　私は、心臓が停止した死後、移植の為に○で囲んだ臓器を提供します。

　　（×をつけた臓器は提供しません。）

　　　　　腎臓・膵臓・眼球・その他（　　　　　　　）

３　私は、臓器を提供しません。

　署名年月日　　 ：　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　本人署名（自筆）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　家族署名（自筆）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（可能であれば、この意思表示を行っていることを知っている家族が、そのことの確認の為に署名してください。）

（保険証裏面：拡大見本）
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国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

方
で
七
十
歳
未
満
の
方
（
七
十
歳

以
上
七
十
四
歳
未
満
の
方
に
つ
い

て
は
、
そ
の
方
の
世
帯
が
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
限
る
）
に
つ
い
て

は
、
入
院
の
際
に
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」（
上
位
所
得
者
・
一
般

所
得
者：

七
十
歳
未
満
の
方
）
ま

た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」（
七
十
歳
未
満
及

び
七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
方
で

住
民
税
非
課
税
世
帯
）
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
医
療
機
関
へ
の
支
払

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。
事
前
に
役
場
国
保
の
窓
口

で
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
院
時
に
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
提
示

が
な
い
場
合
は
、
一
旦
医
療
機
関

で
全
額
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
後
か
ら
高
額
療
養
費
の
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が

払
戻
さ
れ
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
役
場
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

　

認
定
書
の
申
請
の
際
に
必
要
な

も
の　
　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
印
鑑　

を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、（
認
定
証
の
）
有

効
期
限
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月

三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
認
定
証
を
お
使
い

の
方
で
、
八
月
一
日
以
降
も
引
き

続
き
入
院
の
た
め
認
定
書
が
必
要

な
方
は
、
新
た
に
申
請
願
い
ま
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
二
年
度
の
申
告
（
平
成

二
十
一
年
中
の
所
得
）
を
も
と
に

決
定
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
先　
　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

�
３
５
４－

５
７
０
５

入
院
の
際
の
限
度
額
適
用
認
定
証
の

入
院
の
際
の
限
度
額
適
用
認
定
証
の

�

�

�

�

交
付
に
つ
い
て

交
付
に
つ
い
て

　

医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
中
で
、
こ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
い
ま
、
患
者
さ
ん
の
医
療

費
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
薬
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
は
、
最
初
に
作
ら
れ
た

薬
（
新
薬
）
の
開
発
会
社
が
持
つ

特
許
終
了
後
に
、
厚
生
労
働
省
の

認
可
を
得
て
他
の
医
薬
品
会
社
が

製
造
・
販
売
を
行
う
薬
の
こ
と
で
、

開
発
・
研
究
費
用
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
薬
の
価
格
が
安
く
抑
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
の
成

分
・
効
き
目
も
同
等
で
す
。

　

医
師
が
発
行
す
る
処
方
せ
ん
に

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変

更
不
可
」
の
医
師
の
署
名
が
な
け

れ
ば
「
新
薬
」・「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
」
ど
ち
ら
で
も
選
べ
ま
す
。

　

お
医
者
さ
ん
・
薬
剤
師
さ
ん
と

相
談
し
な
が
ら
一
緒
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
び
、
薬
代
の

負
担
を
軽
く
し
て
は
い
か
が
で
す

か
？

　

な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と
は
、

日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
学
会
、

日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
製
薬
協
会
な

ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

ご
利
用
に
つ
い
て

　多重債務問題の深刻化は社会問題のひとつになっています。多重債務問題の直接の背景として考えられるものに、①高金利②過剰な

貸付け③容易な借入れ、金利負担を認識しない返済システム④借り手の金融知識、計画性の不足等があります。利用者が安心して借り

られるように次の点が変わります。

（１）総量規制・・・借り過ぎ、貸し過ぎの防止

　　・年収の３分の１を超える額の新規の借入ができなくなります。

　　・借入れの際に収入を証明する書類が基本的に必要になります。

（２）上限金利の引下げ　　　　　　　　　　・法律上の上限金利が２９．２％から借入金額に応じて１５％～２０％になります。

（３）貸金業者に対する規制も厳しく　　　　・国家資格のある人を営業所に置くことが必要になります。

重要なポイント

△借入れは年収の３分の１まで、上限金利は２０％以下です。

△専業主婦は配偶者の同意書、住民票などの証明書類が必要となります。配偶者と合計した年収の借入れ総額も合計して３分の１を超

えない範囲内です。

△借入れには年収の証明が必要です。  △個人の信用情報の登録が必要です。登録には運転免許証などの本人確認が必要。

ヤミ金融（無登録の業者など）からは絶対に借りないで！困ったらまず相談してください。

消費生活相談　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前 9時～午後 4時 40 分 (毎月第１火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます )

　　　　　　　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　　　�３５４-５７０８

 ＜借入れのルールが大きく変わりました＞ ―貸金業法が変わります。   
あなたは大丈夫ですか―  

年　　　収

借 入 残 高 ３分の１までに制限　※住宅ローン、自動車ローン等は含まない。
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シリーズ次世代育成支援行動計画

育
も
う
！
す
こ
や
か
笑
顔
あ
ふ
れ
る
松
島
の
子

  
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

ひ
と
り
ひ
と
り
の
親
子
を

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①

　
　

大
切
に
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
①

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援

必
要
な
施
策
が
出
て
い
ま
す
。

半
数
以
上
が 

子
の
保
育
に
欠
け
る
状
況

　

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

町
内
の
未
就
学
児
の
い
る
家
庭
の

二
十
三
％
が
共
稼
ぎ
世
帯
、
二
十

四
％
が
妻
パ
ー
ト
世
帯
で
あ
り
、

就
労
し
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
と

合
わ
せ
る
と
、
全
体
の
半
数
以
上

の
世
帯
で
親
の
就
労
に
よ
っ
て
、

子
の
保
育
に
欠
け
る
状
態
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
稼
ぎ
世
帯
の
十
四
％
、

妻
パ
ー
ト
世
帯
の
五
％
は
、
祖
父

母
や
親
類
、
友
人
等
か
ら
の
日
常

的
な
協
力
を
得
る
こ
と
が
困
難
と

答
え
、
緊
急
時
の
子
ど
も
の
保
育

に
不
安
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

進
む
入
所
児
の
低
年
齢
化 

　

働
く
親
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実

　

本
町
の
年
少
人
口
は
年
々
減
少

し
、
幼
稚
園
の
在
籍
園
児
数
、
保

育
所
の
四
〜
五 
歳
児
入
所
数
は

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
や
や
減
少
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
保
育
所
入
所

児
の
低
年
齢
児
の
比
率
は
高
ま
り
、

出
産
後
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
働

き
な
が
ら
子
育
て
す
る
人
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
低
年
齢
か
ら
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
働
く
親
の
サ

ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

本
町
の
特
色
で
あ
る
観
光
地
と
し

て
の
住
民
の
就
労
特
徴
に
合
わ
せ

た
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

求
め
ら
れ
る 

子
育
て
拠
点
施
設
整
備

　

こ
の
他
の
住
民
ニ
ー
ズ
と
し
て

は
、
様
々
な
年
齢
層
の
親
子
に
対

応
で
き
る
子
育
て
支
援
の
拠
点
施

設
の
整
備
を
求
め
る
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
幼
保
一
体
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
策
定
委
員

会
の
中
で
も
、
今
は
ま
だ
各
施
設

が
近
く
に
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後

も
年
少
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
長
期
的
な
視
点
で
保

育
所
、
幼
稚
園
等
の
児
童
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な 

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

本
町
で
は
、
平
成
七
年
に
留
守

家
庭
児
童
学
級
（
学
童
保
育
）
が

開
始
さ
れ
、
平
成
十
三
年
に
は
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

た
他
、
乳
幼
児
医
療
の
拡
充
や
保

育
料
の
負
担
軽
減
策
、
妊
婦
健
診

費
用
助
成
の
拡
充
な
ど
、
様
々
な

子
育
て
支
援
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
子
育
て
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
や
子

育
て
家
庭
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
拡
充
や
見
直
し
が ▲親と子の合同学習会の様子

■計画の方向性（抜粋）
☆保育サービスの充実

・保育所保育時間の延長

　高城保育所　　　（現在）19:00 → 19:30（目標）

　その他の保育所　（現在）18:00 → 18:30（目標）

・待機児童ゼロの継続

・一時保育の実施

保育所 1ヵ所で一時保育を実施する

幼稚園の園児の一時預かりを実施する

・子育て支援センター事業の推進

☆留守家庭学級（学童保育）児童対策

・利用時間の延長　( ～ H21)18:00 → 19:00(H22 ～ )

　平成 22 年度より午後 7時まで利用時間を延長

・待機児童ゼロの継続

☆保育サービスの質の確保

　・サービス内容に関する情報提供を推進　

☆子育て費用の軽減・各種助成

・多子世帯の保育料軽減

 　保育所保育料  同時入所時の第 2子保育料半額、第 3子無料の継続

 　幼稚園授業料 低所得者世帯の減免を第 2子以降に拡充、第 3子を無料

☆子育て支援の拠点づくり

　・子育て拠点施設の整備（子育て支援センターの整備拡充・児童館の設置）

☆子どもの遊び場確保

　・野外の遊び場（公園）の整備

町民の声（ 抜 粋 ）
●子どもが自由に遊べ、親も楽しく集える総合的な

子育て支援施設をつくってほしい

●子どもが3人以上いる世帯のメリットをつくって

ほしい

●現在の子育て支援センターは遠いので、地域ごと

に気軽に集える場、相談できる場がほしい

●子育て支援センターをもっと充実してほしい

●一時保育を早急に実施してほしい

●留守家庭児童学級（学童保育）の保育時間を午後

7時まで延長してほしい

●幼稚園の一時預かり及び3年保育を実施してほしい

松島町次世代育成支援行動計画（後期計画）
はホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.matsushima.miyagi.jp
●問合先　子育て支援センター
�３５４-６８８８
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宮
城
県
の
ロ
シ
ア
訪
問
団
が
五

月
十
五
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

九
日
間
、
ロ
シ
ア
・
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ

ド
州
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
村
井
嘉
浩
県

知
事
を
団
長
に
、
県
議
会
議
員
や

経
済
・
観
光
関
係
者
な
ど
約
四
十

人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
。
松
島
町

か
ら
は
、
西
村
晃
一
副
町
長
や
佐

藤
久
一
�
観
光
協
会
長
、
み
や
ぎ

お
か
み
会
の
磯
田
悠
子
会
長
、
産

業
観
光
課
の
佐
藤
綾
主
査
が
参
加

し
、
観
光
チ
ー
ム
と
し
て
「
宮

城
・
松
島
」
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
州
内 

観
光
関
係
者
と
の
意
見
交
換

　

訪
問
団
の
観
光
チ
ー
ム
は
五
月

十
八
日
に
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
州
の
観

光
関
係
者
約
二
十
人
を
招
い
て
意

見
交
換
を
行
う
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
観
光
協
会
長
や
西
村
副
町

長
が
松
島
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
に
松
島

に
訪
問
し
、
そ
の
良
さ
を
感
じ
る

こ
と
も
商
品
開
発
に
必
要
で
は
」

な
ど
相
互
の
観
光
開
発
に
つ
い
て

活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
露
観
光
交
流 

促
進
協
議
会
を
松
島
で

　

五
月
十
九
日
に
は
村
井
知
事
と

観
光
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ロ

シ
ア
連
邦
ス
ポ
ー
ツ
観
光
省
の
幹

部
と
会
談
し
、
松
島
の
観
光
や
歴

史
な
ど
を
紹
介
し
来
訪
を
求
め
ま

し
た
。
同
省
の
関
係
者
か
ら
は
両

国
の
旅
行
業
者
や
観
光
行
政
の
関

係
機
関
が
観
光
情
報
な
ど
を
話
し

合
う
「
日
露
観
光
交
流
促
進
協
議

会
」
を
三
年
後
、
松
島
で
開
催
し

て
は
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
交
流

促
進
協
議
会
は
、
日
露
で
交
互
に

開
催
し
ま
す
。
ナ
ジ
ー
ナ
観
光
・

国
際
協
力
局
長
は
「
観
光
分
野
で
、

両
国
は
可
能
性
を
使
い
切
れ
て
い

な
い
」
と
話
し
両
国
間
の
観
光
産

業
発
展
に
向
け
た
相
互
の
交
流
強

化
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

訪
日
旅
行
取
扱 

大
手
旅
行
会
社
へ
売
り
込
み

　

観
光
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
モ

ス
ク
ワ
や
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
の
大
手
訪
日
旅
行
取
扱
店
を
訪

問
し
、
ロ
シ
ア
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
使
っ
て
松
島
を
宣
伝
し

ま
し
た
。

　

村
井
知
事
は
今
回
の
訪
問
の
成

果
の
一
つ
に
松
島
で
日
露
観
光
交

流
促
進
協
議
会
を
開
催
す
る
道
筋

が
で
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
し

た
。

2
0
1
0　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
訪
問
ミ
ッ
シ
ョ
ン

松松松松松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島島島島島
町町町町町町町町町町町町町町町町
のののののののののののののののの
観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光
チチチチチチチチチチチチチチチチ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ムムムムムムムムムムムムムムムム
がががががががががががががががが
村村村村村村村村村村村村村村村村
井井井井井井井井井井井井井井井井
知知知知知知知知知知知知知知知知
事事事事事事事事事事事事事事事事
とととととととととととととととと

松
島
町
の
観
光
チ
ー
ム
が
村
井
知
事
と

ロロロロロロロロロロロロロロロロ
シシシシシシシシシシシシシシシシ
アアアアアアアアアアアアアアアア
でででででででででででででででで
松松松松松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島島島島島
をををををををををををををををを
アアアアアアアアアアアアアアアア
ピピピピピピピピピピピピピピピピ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルル

ロ
シ
ア
で
松
島
を
ア
ピ
ー
ル

▲日露観光交流促進会議の誘致に道筋が

▲ラウンドテーブルで松島を PR

● ● ● 第60回　社会を明るくする運動 ● ● ●
　“社会を明るくする運動”はすべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、そ

れぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。昭和２６年から始

まり、今年で第６０回を迎えます。

　今年は、松島中学校の生徒の皆さん、松島高等学校の高校生の皆さんとともに、7月 14 日 （水） の登校時間帯に、松

島中学校、松島高校校門において、愛の声かけ運動を実施します。

　皆様のあたたかいご協力をお願いします。

○「社会を明るくする運動」作文コンテスト募集○　
　今年も夏休みに小中学校を対象に募集します。

　たくさんの募集をお待ちしています。

○社会を明るくする運動標語一般募集○
●応募期間：７月１日～３１日

●応募方法：官製はがき（表面に「社明標語」と朱書き）又は

　　　　　　メール（標題に「社明標語」）と入力

●応 募 先：〒 100 － 8977 東京都千代田区霞が関 1-1-1

　　　　　　法務大臣官房秘書課広報室

　　　　　　E-ma i l　 s hame i y o ugo@mo j . g o . j p

●問 合 先：仙台保護観察所　�２２１-１４５１
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町
で
は
、
歌
手
の
水
森
か
お
り

さ
ん
を
松
島
町
の
観
光
親
善
大
使

に
任
命
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
に
中
央
公
民
館

で
開
催
し
た
任
命
式
で
は
、
大
橋

町
長
か
ら
大
使
の
任
命
証
と
名
刺
、

タ
ス
キ
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

水
森
さ
ん
は
「
お
帰
り
な
さ
い

と
出
迎
え
て
く
れ
る
町
民
の
皆
さ

ん
が
大
好
き
で
す
。
歌
を
通
じ
て

松
島
の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

任
命
式
と
あ
わ
せ
て
行
っ
た
歌

唱
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
健
康
館
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の

皆
さ
ん
も
招
待
し
、
集
ま
っ
た
約▲大橋町長から任命証と名刺、タスキを手渡しました

七
百
人
の
観
客
と
一
緒
に
「
松
島

紀
行
」
な
ど
の
曲
や
軽
快
な
ト
ー

ク
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

▲歌唱イベントに招待した健康館デイサービスセンター利
用者の皆さんから花束を贈呈される水森さんと大橋町長

水
森
か
お
り
さ
ん
を

松
島
町
観
光
親
善
大
使
に
任
命

松松松松松松松松松松松松松松松松島島島島島島島島島島島島島島島島のののののののののののののののの海海海海海海海海海海海海海海海海とととととととととととととととと大大大大大大大大大大大大大大大大地地地地地地地地地地地地地地地地のののののののののののののののの恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵みみみみみみみみみみみみみみみみ松島の海と大地の恵み
松松松松松松松松松松松松松松松松島島島島島島島島島島島島島島島島ののののののののののののののののママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルシシシシシシシシシシシシシシシシェェェェェェェェェェェェェェェェままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつのののののののののののののののの市市市市市市市市市市市市市市市市開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催松島のマルシェまつの市開催

▲新鮮な地場産品が勢揃い

　松島の土、松島の水そして、松島の人々が

心を込めて育てた地場産品の数 を々皆さまに

お届けしますので、ぜひご来場ください。

●日　時　７月２５日 （日）  午前９時～正午

●場　所　中央公民館駐車場

●問合先　産業観光課農林水産班

　　　　　� ３５４-５７０７

　

松
島
町
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

や
松
島
町
出
身
・
宮
城
県
出
身
で

故
郷
が
懐
か
し
い
方
な
ど
へ
、
松

島
町
の
旬
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
松
島
を
愛
す
る

町
民
の
皆
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

ぜ
ひ
、
松
島
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
ご

入
会
く
だ
さ
い
。

●
年
会
費　

千
円

●
申
込
み
・
問
合
先

産
業
観
光
課
内
「
松
島
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
」
事
務
局

�
３
５
４－

５
７
０
８

Ｅ
メ
ー
ル k

a
n
k
o
u
@
to
w
n
.

m
a
tsu
sh
im
a
.m
iy
a
g
i.jp

松松松松松松松松松松松松松松松松

島島島島島島島島島島島島島島島島

松　

島　
　
 

フフフフフフフフフフフフフフフフ
ァァァァァァァァァァァァァァァァ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
クククククククククククククククク
ララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブ

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

会会会会会会会会会会会会会会会会

員員員員員員員員員員員員員員員員

募募募募募募募募募募募募募募募募

集集集集集集集集集集集集集集集集

会

員

募

集

2010　松島ハーフマラソン大会　交通規制ご協力のお願い
ハーフマラソン・10km・5kmは今年からコースが変わります。

　ハーフマラソン大会開催の趣旨をおくみとりいただきまして交通規制にご協力お願い申しあげます。

 当日は、・県道 「奥松島－松島公園線」・東松島市道 「亀岡－野蒜海岸線」・東松島市道 「不老山－松ヶ島線」 

は、交通規制になります。

●規制時間

平成 22年 10 月 10 日 （日）　9:30 ～ 13:45

※解除は、競技進行状況により変更があります。
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日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本
三三三三三三三三三三三三三三三三
景景景景景景景景景景景景景景景景
のののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日
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島島島島島島島島島島島島島島島島
おおおおおおおおおおおおおおおお
客客客客客客客客客客客客客客客客
様様様様様様様様様様様様様様様様
感感感感感感感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
ウウウウウウウウウウウウウウウウ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククク
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催

「
日
本
三
景
の
日
」松
島
お
客
様
感
謝
ウ
ィ
ー
ク
を
開
催

　

毎
年
七
月
二
十
一
日
は
、
日
本

三
景
の
名
付
け
親
・
林
春
斎
（
江

戸
時
代
の
儒
学
者
）
の
誕
生
日
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
日
本
三
景
の

日
」
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
景
各
地
で
は
、
こ
れ
を
記
念

し
た
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
松
島

町
で
は
七
月
十
七
日（
土
）〜
七
月

二
十
五
日（
日
）を
お
客
様
感
謝

ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

※
期
間
中
専
用
チ
ラ
シ
持
参
で
協

賛
各
施
設
で
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（
チ
ラ
シ
は
観

光
協
会
で
配
布
）

●
問
合
先　

（
社
）松
島
観
光
協
会

　

�
３
５
４－

２
６
１
８

▲昨年の屋台村の様子

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日本三景の日松島お客様感謝ウィーク
　 期 間 中 の 主 な イ ベ ン ト　

塩釜みなと祭御輿海上渡御奉迎
　●日時　７月１９日 （祝）午後 2時 40分頃
　●場所　松島海岸中央桟橋

お客様感謝祭
　●日時　７月１９日 （祝）午前 10時～午後 3時
　●場所　グリーン広場
　●時間　午前１０時～正午
　・地産地消のまつの市とおいしい「屋台村」登場
　・五大堂太鼓
　・フラダンス
　・松島高校ダンス部の迫力満点のダンス
　●時間　正午～
　・観光親善大使水森かおりさんの
　　「松島紀行」ステージ　

夏休みエコ探検隊（下記参照）
　●日時　７月２１日 （水）午前８時３０分
　※観光親善大使速水けんたろうさんが来町します。

　

仙
台
城
大
広
間
落
成
四
百
年
を

記
念
し
て
青
葉
城
資
料
展
示
館
で

開
催
さ
れ
る
特
別
展
大
広
間
落
成

四
百
年
記
念　

再
発
見
「
仙
台
城

本
丸
」
で
、
松
島
博
物
館
に
展
示

し
て
い
る
鳳
凰
図
屏
風
が
展
示
さ

れ
ま
す
。
鳳
凰
図
屏
風
は
仙
台
城

本
丸
へ
約
百
四
十
年
ぶ
り
に
里
帰

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
展
示
期
間　

八
月
六
日（
金
）　

〜
九
月
五
日（
日
）

※
八
月
二
日（
月
）か
ら
九
月
七
日

（
火
）ま
で
は
松
島
博
物
館
で
鳳

凰
図
屏
風
を
ご
覧
に
な
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

●
展
示
場
所　

歴
史
博
物
館　

青

葉
城
資
料
展
示
館　

特
別
展
示

ス
ペ
ー
ス

　

仙
台
市
青
葉
区
川
内
一
番
地

●
問
合
先　

歴
史
博
物
館　

青
葉

城
資
料
展
示
館

　

� 
２
２
７－

７
０
７
７▲仙台城本丸の障壁画だっ

た鳳凰図

松松松松松松松松松松
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博博博博博博博博博博
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館館館館館館館館館館
にににににににににに
ああああああああああ
るるるるるるるるるる

松
島
博
物
館
に
あ
る

鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳鳳
凰凰凰凰凰凰凰凰凰凰
図図図図図図図図図図
がががががががががが
約約約約約約約約約約
百百百百百百百百百百
四四四四四四四四四四
十十十十十十十十十十
年年年年年年年年年年

鳳
凰
図
が
約
百
四
十
年

ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
りりりりりりりりりり
にににににににににに
仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙
台台台台台台台台台台
城城城城城城城城城城
へへへへへへへへへへ

ぶ
り
に
仙
台
城
へ

【ウエルカム松島／夏休みエコ探検隊】　参加者募集中
松島でたっぷり遊んで特別な夏休みをスタートさせよう！ エコ活動やワクワク体験がいっぱい！スペシャルな一日を楽しもう！

★瑞巌寺でラジオ体操　由緒ある瑞巌寺境内でのラジオ体操は最高に贅沢な時間！杉木立の中でマイナスイオンをタップリ浴びな

　　　　　　　　　　　がら夏休みの一日をスタートしよう！

★吊り灯籠づくり　　　8 月 6 日～ 8日の「瑞巌寺灯道」で飾る吊り灯籠づくりも全員で体験します。

★海岸清掃でエコ活動　日本三景・松島のきれいな景色を守るお手伝いでエコ活動！松島海岸の公園を散策しながらキレイにします。

★フリーパス券で楽しい施設見学　エコ活動してくれた小学生には，施設へ無料で入館できる ｢１日フリーパス券 ｣をプレゼント

　　　　　　　　　　　　　　　　（対象：小学生のみ。当日限り有効）※同行される保護責任者の方は、割引料金が適用されます。

★わくわくワークショップ　海岸散策ゾーンにはわくわく体験ができる施設がいっぱい！夏休みの自由研究もこれでバッチリ！

☆フリーパス利用施設☆　　★ワークショップ施設★　　　　

●松島レトロ館（昔の遊び体験）　    ●みちのく伊達政宗館（こけしの絵付け体験）　　●円通院（数珠作り体験）

●松島水族館　ペンギン給餌　　　●ベルギーオルゲールミュージアム（手作りオルゴール体験）

●松島島巡り遊覧船（カモメの絵付け体験））

●日時　７月２１日 （水）　集合午前８時３０分

●集合場所　松島海岸中央広場（レストハウス前）

●対象　三市三町の小学３年生～６年生（塩釜・多賀城・東松島・松島・七ヶ浜・利府）とその保護責任者など

　※保護責任者を含め３人以上のグループでお申込みください。（専用申込用紙有り）

　わくわくワークショップは参加申込時に事前予約が必要です。

●参加費　無料（わくわくワークショップでは材料代など一部有料有り） ※保護者は入館料（割引料金）がかかります。

●申込み・問合先　　（社）松島観光協会　�３５４-２６１８　FAX３５４-6196
                   　　　　　Ｅメール：info@matsush ima-kanko .com
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ヤ
リ
・
グ
ス
タ
フ
ソ
ン
駐
日
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
大
使
が　

六
月
八
日
に
松
島
町
を
訪
れ
、

大
橋
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
橋
町
長
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
ぜ
ひ
松

島
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
と
記
念
品
が
贈

呈
す
る
と
、
ヤ
リ
大
使
は
「
こ
の
素
晴
ら
し

い
景
観
を
、
ぜ
ひ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
伝
え
た

い
。
ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
家
族
と
訪
れ
た

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

円
通
院
や
観
瀾
亭
を
見
学
し
、
観
光
船
で
松

島
湾
を
遊
覧
し
ま
し
た
。

　

ヤ
リ
大
使
は
、
仙
台
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会

が
運
営
支
援
す
る
仙
台
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
視
察
す
る
た
め
、
宮
城
県

を
訪
れ
ま
し
た
。

駐
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

大
使
が
来
町

　

五
月
二
十
七
日
に
高
城
保
育
所
分
園
・
松

島
第
二
幼
稚
園
に
ジ
ュ
ニ
君
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
ジ
ュ
ニ
君
は
仙
台
放
送
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　

ジ
ュ
ニ
君
の
登
場
に
、
最
初
は
戸
惑
い
の

表
情
を
見
せ
た
園
児
で
し
た
が
、
徐
々
に
慣

れ
て
き
た
よ
う
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
ジ
ュ
ニ

体
操
を
踊
り
、
こ
の
日
の
た
め
に
た
く
さ
ん

練
習
し
た
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
ジ
ュ
ニ
君
と
握
手

や
記
念
撮
影
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
君
は
、
平
日
の
午
後
三
時
五
十
六

分
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る
一
分
間
の
体
操
番

組 「
ジ
ュ
ニ
体
操
」の
収
録
で
来
園
し
ま
し
た
。

▲ジュニといっしょに楽しく体操をしました

▲松島をフィンランドに紹介したいと話していたヤリ大使

　

五
月
二
十
六
日
に
松
島
第
二
小
学
校
で
植

樹
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
四
人
の
児

童
が
手
袋
と
長
靴
を
身
に
付
け
ス
コ
ッ
プ
を

片
手
に
、
小
雨
が
降
り
注
ぐ
な
か
植
樹
し
ま

し
た
。

　

児
童
に
よ
る
植
樹
活
動
は
緑
化
推
進
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
松
島
第
二
小
学
校

で
は
初
の
取
り
組
み
で
す
。
宮
城
中
央
森
林

組
合
の
佐
々
木
勝
義
さ
ん
が
森
林
の
働
き
や

樹
木
の
種
類
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
や
シ
ラ
カ
シ
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
の

木
合
計
九
本
を
校
庭
に
植
樹
し
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
「
植
樹
し
た
木
が
大
き
く
な
る
の

が
楽
し
み
。
緑
に
囲
ま
れ
た
学
校
に
な
る
と

い
い
な
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

六
月
六
日
に
全
日
本
写
真
連
盟
な
ど
が
主

催
す
る
２
０
１
０
松
島
モ
デ
ル
大
撮
影
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
よ
り
約
二
百
人
の
写
真

愛
好
家
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
日
本
三
景
の
き
れ
い
な
景

色
を
背
景
に
モ
デ
ル
を
撮
影
し
よ
う
と
開
催

さ
れ
、
今
年
で
二
十
五
回
を
迎
え
る
歴
史
あ

る
大
会
で
す
。

　

参
加
者
は
女
性
や
子
ど
も
の
モ
デ
ル
六
人

を
被
写
体
に
、
グ
リ
ー
ン
広
場
や
瑞
巌
寺
周

辺
な
ど
場
所
を
変
え
な
が
ら
、
晴
天
の
松
島

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
三

日
ま
で
、
仙
台
市
の
福
祉
プ
ラ
ザ
で
展
示
さ

れ
ま
す
。

緑
に
囲
ま
れ
た
学
校
に

▲植樹を通して森林の大切さを学びました

▲青空の下、多くの写真愛好家が参加しました

元
気
い
っ
ぱ
い
に

ジ
ュ
ニ
体
操

き
れ
い
な
風
景
を
背
景
に
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六
月
十
三
日
に
松
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

と
松
島
町
商
工
会
青
年
部
が
主
催
す
る
「
ワ

ク
ワ
ク
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
」
が
開
催

さ
れ
町
内
を
中
心
に
四
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

最
初
は
緊
張
し
た
面
持
ち
の
参
加
者
で
し

た
が
、
マ
リ
ン
ピ
ア
水
族
館
見
学
や
松
島
湾

の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど
で
緊
張
が
と
け
、
次

第
に
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
会
食
を
し

な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
や
お
笑
い
芸
人
に
よ
る
も

の
ま
ね
ク
イ
ズ
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
た
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
成
立
し
た
三
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
な
か
な
か
出
会
い
の
場
が
な

い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
楽
し
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲松島のきれいな風景が参加者の雰囲気を盛り上げていました

　

六
月
十
二
日
、
十
三
日
に
第
十
五
回
宮
城

郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
、
松
島
町
、

七
ヶ
浜
町
、
利
府
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

十
一
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
島
町
で
は
運
動
公
園
が
野
球
の
会
場
と

な
り
、
多
く
の
応
援
団
や
保
護
者
な
ど
が
駆

け
つ
け
、
選
手
と
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
て

い
ま
し
た
。

　

松
島
中
学
校
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
五
連

覇
を
始
め
、
五
種
目
で
見
事
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体

優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
五
連
覇
）、
剣
道
男
子
、
卓

球
男
子
、
野
球
（
最
優
秀
選
手
賞
鈴
木
天
斗

優
秀
選
手
賞
山
下
雄
大
、
佐
竹
桂
）、
サ
ッ

カ
ー

準
優
勝

柔
道
男
子

第
三
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
（
優
秀
選
手
賞

　

武
田
香
菜
恵
）

個
人

第
一
位

卓
球
女
子
・
松
樹
琴
乃
（
三
年
）、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
a
橋
美
雪（
三
年
）・

渡
部
真
帆
（
三
年
）

　

寄
付
・
寄
贈

町
へ

◆
匿
名
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　

金
二
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
櫻
井
吉
夫
さ
ん
（
本
郷
）
よ
り

　
　
　
　
　
　

手
作
り　

ち
り
取
り　

三
個

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

松
島
中
学
校
が
大
活
躍

団
体
五
種
目
で
優
勝

街
角
ス
ナ
ッ
プ

　

街
角
ス
ナ
ッ
プ

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を

第
二
位

卓
球
男
子
・
小
山
淳
史
（
三
年
）、
剣
道
女

子
・
高
橋
志
帆
（
一
年
）、
柔
道
男
子　

キ
73

ロ
級
・
松
谷
涼
平
（
三
年
）、
柔
道
男
子　
81

キ
ロ
級
・
佐
々
木
駿
（
三
年
）、

第
三
位

剣
道
男
子
・
嶺
岸
金
太
郎
（
三
年
）、
柔
道

男
子　

キ
ロ
級
・
伊
達
亮
太
（
三
年
）、
柔

55

道
男
子　

キ
ロ
級
・
小
松
海
以
里
（
二
年
）、

66

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
上
總
晶（
三

年
）
伊
藤
汐
理
（
三
年
）、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
・
熊
谷
瑞
樹
（
三
年
）

▲優勝を決め喜ぶ選手たち

　

米
寿
お
め
で
と
う

（
六
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
湯
原
み
つ
ゑ
さ
ん
（
松
島
）

◆
高
橋
み
な
じ
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
渥
美
喜
子
さ
ん
（
手
樽
）

　

不
審
者
対
応
の
防
犯
教
室
が
六
月
一
日
に
第

二
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
小
学
校
な
ど
で
防
犯
の
為
の
劇
を

行
っ
て
い
る
塩
釜
少
年
補
導
員
協
会
の
ミ
イ

ち
ゃ
ん
劇
団
の
メ
ン
バ
ー
や
松
島
町
少
年
補
導

員
、
塩
釜
警
察
署
の
職
員
が
安
全
で
安
心
な
地

域
づ
く
り
を
行
お
う
と
開
催
し
ま
し
た
。

  
教
室
に
は
全
校
児
童
が
参
加
し
、
不
審
者
か

ら
道
を
尋
ね
ら
れ
た
と
き
の
対
応
や
家
の
人
が

留
守
の
時
の
電
話
対
応
な
ど
を
劇
や
か
る
た
を

使
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。 ▲劇やかるたを使って楽しく学びました
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生
涯
学
習

学
ぼ
う

遊
ぼ
う

楽
し
も
う

生
涯
学
習

LLEETT''SS

松
島
博
物
館
探
訪

　

第
五
十
回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
六
月
六
日
に
松
島

町
運
動
公
園
と
手
樽
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
十

二
分
館
か
ら
選
手
や
応
援
団
な
ど

約
四
百
三
十
人
が
集
ま
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

前
日
ま
で
の
雨
の
影
響
で
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
手
樽
交
流
セ
ン
タ
ー

に
場
所
を
移
動
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
競
技
に
、
参
加

者
は
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲しっかりと狙って…

　

今
年
も
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で

自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。

　

根
廻
の
里
山
で
カ
ブ
ト
ム
シ
捕

り
や
動
植
物
観
察
、
川
と
海
と
の

繋
が
り
、
海
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
な

ど
を
通
し
て
、
自
然
の
中
で
元
気

に
遊
び
新
し
い
友
達
を
作
ろ
う
！

●
日
時　

七
月
三
十
日 （
金
） 〜

　

八
月
一
日 （
日
） の
二
泊
三
日

●
場
所　

松
島
町
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
（
町
民
の
森
）

●
集
合　

午
後
一
時
三
十
分

●
対
象　

小
学
三
年
生
以
上
中
学

　

大
地
の
ひ
び
き
・
森
の
う
た
ご

え
・
風
の
し
ら
べ

●
日
時　

七
月
二
十
四
日（
土
）　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

●
会
場　

町
民
の
森　

松
島
町
野

外
活
動
セ
ン
タ
ー

●
締
切
り　

七
月
十
七
日 （
土
）

　

午
後
四
時
三
十
分
ま
で
電
話
か

F
A
X
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
会
費　

一
般：

五
百
円　

中
高

生：

三
百
円　

小
学
生
以
下
無
料

●
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
イ
ザ
ス

●
問
合
先

　

�
３
５
３－

３
９
１
０

第十五巻

伊
達
家
の
女
乗
物（ 
雛
形 
）

ひ
な
が
た

 　

当
館
に
は
、
可
愛
ら
し
い

女
乗
物
の 
雛
形 
（
ミ
ニ
チ
ュ

ひ
な
が
た

ア
）
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
江
戸
時
代
、
伊
達

家
の
女
乗
物
を
つ
く
る
際
に
、

実
物
を
つ
く
る
前
の
雛
形
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
細
部
ま
で
実
に

精
巧
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

乗
物
の
外
側
は
黒
塗
り
で
松

と
唐
草
文
様
に
伊
達
家
の
家

紋
「
三
引
両
」「
竹
に
雀
」
を

 
蒔  
絵 
で
あ
し
ら
い
、
随
所
に

ま
き 

え

金
具
を
取
り
付
け
豪
華
さ
を

出
し
て
い
ま
す
。
内
装
は
春

夏
秋
冬
に
分
け
、
四
季
折
々

の
花
々
や
鳥
な
ど
が
き
ら
び

や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

雛
形
と
は
い
え
大
名
家
の
女

乗
物
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

当
時
は
身
分
格
式
に
よ
り

乗
物
に
つ
い
て
も
決
り
事
が

あ
り
、
こ
の
展
示
品
の
よ
う

に
唐
草
文
様
に
家
紋
が
入
る

よ
う
な
蒔
絵
は
大
名
家
以
上

に
許
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

時
代
の
粋
を
集
め
て
華
や

か
に
、
大
名
家
の
威
信
を
か

け
て
つ
く
ら
れ
た
、
ま
さ
に

動
く
美
術
品
で
す
。

　

ま
た
、
ペ
タ
ン
ク
と
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
来
賓
の
方
々
も
加
わ
り

コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
挑
戦
し
て

い
ま
し
た
。

競
技
結
果
（
優
勝
）

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
部

　

松
島
分
館

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

　

高
城
分
館

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

Ａ
コ
ー
ト　

本
郷
分
館

　

Ｂ
コ
ー
ト　

幡
谷
分
館

二
年
生
ま
で　

※
た
だ
し
、
説
明

会
に
保
護
者
と
出
席
で
き
る
方

●
定
員　

二
十
人

●
参
加
費　

七
千
円

●
説
明
会　

七
月
十
日 （
土
）午
後

三
時
か
ら　

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム　

※
説
明
会
終
了
後
、
参
加

の
申
込
み
受
付
け
ま
す
。
参
加

決
定
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
先　

説
明
会
場

ま
た
は
松
島
町
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー　

�
３
５
３－

３
９
１
０

●
締
切
り　

七
月
十
七
日（
土
）　

午
後
三
時
ま
で

●
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
イ
ザ
ス

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

海
彦
山
彦
わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

水
の
さ
さ
や
き
コ
ン
サ
ー
ト

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る

▲伊達家の女乗物（ 雛形 ）
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本の宝物�

　熱田家の母・乙美が亡くなっ

た。父の良平は突然のことで無

気力になり、嫁いでいた義娘の

百合子も夫との不和を抱えてた

まま実家に戻る。乙美の四十九

日までの日々を 2人はそれぞれ

の問題と向き合うことに・・。

　亡き母が遺したレシピを頼り

に家族の再生を切なくも感動的

におくる。

《 今月の新刊 》

「親鸞（上下）」 　 五木　寛之　著
「マドンナ ･ヴェルデ」 
 海堂　　尊　著
「楊令伝　十二」 

北方　謙三　著
「桐島、部活やめるってよ！」　

　朝井リョウ　著

●話題の本●

「四十九日のレシピ」
伊吹有喜　著

松島町温水プール松島町温水プール ＮＥＷＳＮＥＷＳ
夏休み小学生水泳教室

　夏休み期間中に開催する短期集中型水泳教室です。レベル、時間に合わせて指導

します。教室に参加してもっと泳げるようになろう。

●実施日　

７月２６日 （月）、３０日 （金）、８月２日 （月）、６日 （金）、９日 （月）、１３日 （金）、

２０日 （金）、２３日 （月）

●募集対象  小学生

●時　間  １部：１０時１５分～１１時５分　２部：１１時５分～１１時５５分

●定　員・内　容　

１部：初級の部（１０名）、中級の部（１０名）　２部：初級の部（１０名）、中級の部（１０名）

初級の部：泳ぎの基礎を指導します　　中級の部：４泳法の基礎を指導します

●指導者　菅原雅代 氏、宍戸啓太 氏　　　●参加料　１人 ３,０００円（８回分）

●募　集  ７月１0日（土）午前９時から温水プール美遊で募集開始します

7 月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ
１１日 （日）　午前１０時３０分～　１７日 （土）午後７時～

 　    　２４日 （土）　午後７時～　　　　２６ 日 （月）午後１時３０分～

　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。申請の

際は、３カ月以内に写した本人の写真（縦 3cm×横 2.5cm）２枚をご持参ください。

　なお、各時間帯の受講者数はおおむね１０人（先着順）です。講習会時は上靴と

運動のできる服装をご持参ください。　

　学校の長期休業期間に伴い、７月２０日 （火） から８月２３日 （月） の期間、昨年度同

様  美遊施設の休館日はありません。また、７月１日～８月３１日までの開館時間が

午前９時からとなります。暑い夏こそ運動で夏バテ予防に努めませんか。皆様のご

利用お待ちしています。

7 月の休館日　5日 （月）、12日 （月）

《 児童書の新刊 》

「もったいないばあさんのいた
だきます」　   真珠　まりこ　絵
「100 にんかくれんぼ」
 せべ　まさゆき　絵

《 図 書 室 》
●平日　10:00 ～ 18:00
●土日・祝日　10:00 ～ 16:00
●休館日　月曜日、月曜日が祝
日の場合は翌日
●問合先　勤労青少年ホーム　
　�３５４-４０３６

《 お話し会 》

　7月 17 日（土）10:30 ～　2階
集会室にて [おはなし会　夏休
み直前スペシャル ]があります！
　お楽しみがもりだくさんだ
ヨ！期待してね♪

温水プール「美遊」 無料の日のお知らせ温水プール 「美遊」　無料の日のお知らせ
　７月１０日 （土） はシドニーオリンピック競泳銅メダリストの田中雅

美さんを招いてのＮＨＫジュニア水泳教室を開催いたします。

そこでイベントを記念して、当日下記の時間帯におけるプール無料開

放を行います。

　また、当日は水泳教室の無料見学や小さなお子さんでも楽しめる

（子どもの広場デラックス）も設置いたします。（午前９時～午後５

時）当日は美遊でおもいっきり身体を動かしませんか。

●プール無料開放時間　
午前９時～午前１１時　　

午後４時３０分～午後９時

※なお午前１１時～午後４時

３０分の間は教室開催中の

ためプール一般利用は出来

ませんのでご了承ください。
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まつしまの相談窓口
問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援
�３５４-５８０９

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は
無料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

勤労青少年ホーム
７月１２日 （月）
午前１０時～午後５時

弁護士による無料法律
相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班  �３５４-５７０６人権擁護について

町民勤労青少年ホーム
７月６日 （火）
午前１０時～午後３時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援
�３５４-５８０９行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
�３５４-５７０８消費生活相談について消費生活相談

東部地方振興事務所
県民サービスセンター
�０２２５‐９３-５７００

各会場８名程度
予約受付は開催日１週間前から前日（平日のみ）
午前９時～午後４時　１人原則１時間３０分
（３０分）消費生活相談員による事前相談
（３０分）弁護士による法律相談
（３０分）消費生活相談員による事後相談

石巻合同庁舎
７月２１日 （水）
午前１０時～

多重債務無料相談
（予約制） 東部地方振興事務所

登米地域事務所
県民サービスセンター
�０２２０‐２２-５７００

登米合同庁舎
７月２８日 （水）
午前１０時～

塩釜市けやき教室  �３６４-５１４１小中学生を対象にした不
登校に関する電話相談

塩釜市・多賀城市・松島
町・利府町・七ヶ浜町の
小中学生及び保護者

塩釜市けやき教室
平日 
午前９時～午後３時

不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
�３５５-０７０３健康に関する相談

町民
保健福祉センター

どんぐり
平日　
午前８時３０分～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター 
�３５４-６８８

育児・子どもの発育・発
達の不安に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター 
�３５４-６５２５

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する電話相
談

健康づくり（保健師）　�３５５-０７０３こころに関しての電話相談

町民

保健福祉センターどんぐり7 月 ２９ 日 （木）午後 1 時 30 分～午後 4 時こころの相談（予約制）

障害者支援班　�３６５-３１５３
疾病対策班　�３６３-５５０４

アルコールや薬物依存につ
いての電話相談

塩釜保健所
午後 2 時 30 分
～午後 5 時

７月２１日 （水）
アルコール・薬物相談
（予約制）

ひきこもりや思春期に
ついての電話相談

７月２８日 （水）
ひきこもり・思春期ここ
ろの相談（予約制）

●資格　高卒（見込含）２１ 歳未満の者

●受付　8月 1 日（日）～9月 １０ 日（金）

●試験日　１次：９月２３日（木）

　２次： １０ 月 １６ 日（土）～ ２１ 日（木）のう

ち指定する１日　３次： １１ 月 １３ 日

（土）～ １２ 月 １６ 日（木）のうち指定す

る日（海上は１日、航空は約６日間）

●合格発表　１次： １０ 月８日（金）　２

次：海上　 １１ 月８日（月）　航空　 １１ 月

４日（木）　３次：２３ 年１月 ２１ 日（金）

●入隊　２３年３月下旬～４月上旬

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

石巻地域事務所　�0225-83-6789

航空学生（海上・航空）

●試験日　第一次試験：９月２６日（日）

第1次合格発表：１０月１３日（水）　第

二次試験：１０月１９日（火）　最終合

格発表：１１月１１日（木）

●資格　昭和６２年４月２日から平成

５年４月１日生まれの者

●申込み期間　インターネット：７月

２０日（火）～７月２７日（火）　郵送ま

たは持参：７月２０日（火）～８月３日

（火）

●問合先　仙台入国管理局総務課

　�２５６-６０７６

入国警備官募集

●試験日（第一次試験）８月８日（日）

●採用予定者数

　大学・高校の部あわせて９人程度

●資格　大学の部：昭和５９年４月２日から

平成元年４月１日までに生まれた者で大

学を卒業した者（平成２３年３月卒業見込

を含む）　高校の部：平成元年４月２日か

ら平成５年４月１日までに生まれた者で

高等学校を卒業した者（平成２３年３月卒

業見込を含む）

●申込期間　7 月 １２ 日（月）～ 7 月 ２３ 日（金）

●問合先　塩釜地区消防事務組合消防本

部　総務課人事教養係　�３６１-１６２４

消防職員募集
●申込方法　市販の履歴書と失業者である

ことを証明できるもの（雇用保険受給資格

者証、廃業届、履歴書、職務経歴書等）を

総務課総務管理班に提出してください

●申込期間　7 月 5 日（月）～ 7 月 １２ 日（月）

●受付時間　午前８時３０分～午後５時

（土・日除く）

●面接予定日　面接日は、履歴書提出後に

連絡します

●採用方法　書類審査及び面接により採用

を決定します

●問合先　総務課総務管理班

　� 354-5701

広報業務等支援業務補助員

●募集人員　１人

●仕事内容　広報紙の原稿の作成、ホーム

ページの更新作業等

●勤務地　庁舎内

●勤務時間　８：３０～１７：１５　

　１日７時間４５分・週３８時間４５分

●休日　土曜日・日曜日・祝日　年末年始

●雇用期間　８月２日～１月３１日

　（３月３１日まで更新する場合有り）

●加入保険　健康・厚生・雇用・労災

●賃金　時給７００円

●その他添付書類

　普通自動車免許証のコピー

　町では、離職を余儀なくされた非正規労働

者、中高年齢者等の失業者に対して、次の雇

用へのつなぎ雇用の創出を図るため、広報業

務等支援業務に従事する臨時職員を募集し

ます。

●応募資格　�年齢は不問です

　�基準日：平成２２年 8月 2日で失業され

ている方（基準日までに緊急雇用創出事

業での任用期間が通算１年になる方は応

募できません）

松島町緊急雇用対策に係る

臨時職員を募集します
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●日時　毎月第２・第４木曜日

　（土日祝祭日は除く）７月８日（木）、

２２日（木）午前１０時～正午

●場所　塩釜保健所　

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

お 知 ら せ

　町税は、便利で忘れない、しかも

安心な口座振替を利用しましょう。

●納期　８月２日（月）

●固定資産税　２期

●国民健康保険税　４期

●後期高齢者医療保険料　１期

●問合先　課税については税務班

　�３５４-５７０３　納付については特別

滞納整理室　�３５４-５９１３

　後期高齢者医療保険料については

町民サービス班　�３５４-5705

●資格　１８歳以上２７歳未満の者

●受付　年間を通じて行っております

●試験日　受付時にお知らせします

●合格発表　試験時にお知らせします

●入隊　採用予定通知書でお知らせ

します

募　 　 集

●資格　１８歳以上２７歳未満の者

●受付　8月 1 日（日）～9月 １０ 日（金）

●試験日　１次：９月 １８ 日（土）

　２次：１０ 月 7日（木）～ １４ 日（木）ま

での間の指定する１日

●合格発表　１次：１０ 月１日（金）

　最終：１１ 月 １０ 日（水）　

●入隊　２３ 年３月下旬～４月上旬

� 361-3803塩釜市清水沢 1-３２-1清水沢いまいずみ歯科クリニック7 月 4日（日）

� 366-8461多賀城市明月１- ４-１２じん歯科医院7月11日（日）

� 365-0099多賀城市東田中 2-40-32-102せいの歯科医院7月18日（日）

� 361-6330七ヶ浜町境山 2-13-3山本歯科医院7月19日（祝）

� 362-5537塩釜市花立町 13-12はるみ歯科7月25日（日）

� 361-1251塩釜市梅の宮 14-10永沼歯科クリニック8 月１日（日）

　　歯歯科休日診療科休日診療 （受付：午前９時～午後３時）

犬・猫引き取り日

納税は口座振替で！

自衛官等募集

一般曹候補生（第２回）

自衛官候補生（男子）

●資格　１８歳以上２７歳未満の者

●受付　 8 月 1 日（日）～ 9 月 １０ 日（金）

●試験日　９月 ２６ 日（日）～ ２９ 日（水）

●合格発表　１１ 月 １２ 日（金）

●入隊　２３年３月下旬～４月上旬

自衛官候補生（女子）

●日時　8月 4 日（水）　午後1時から

●場所　太白区文化センター

●記入事項　①「高齢者医療制度公

聴会」参加希望と記載②開催地（宮

城県）③氏名（フリガナ）④郵便番

号・住所⑤電話番号⑥職業⑦年齢

●申込方法　はがき、ＦＡＸ、電子メール

●締切り　開催日の２週間前まで（郵

送の場合は２週間前までの消印有効）

●申込み・問合先　〒１００-８９１６

　東京都千代田区霞が関 1-2-2

　厚生労働省保険局高齢者医療課

　�０３-５２５３-１１１１（内線）３１９８,３１９２

　ＦＡＸ：０３-３５９５-３５０６

　電子メール：kochokai@mhlw.go

「新たな高齢者医療制度に係る

　地方公聴会」が開催されます

●日時　７月８日（木）

　午前１０時～午前１１時３０分

●定員　６～８名程度

●場所　ふれあいの家（高城）

●内容　日頃の介護についての情報

交換、介護保険などの情報提供など

●申込期限　７月７日（水）

●問合先　町民福祉課健康長寿班

　松島町地域包括支援センター

　�３５４-６５２５

介護交流会のお知らせ

●問合先　仙台管区気象台業務課

　�２９７-８１０２

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳以

上になる方（７月２日～８月１日生まれ）

へ、高齢受給負担割合が記載された

国民健康保険者証を郵送します。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、役場町民福祉課国保窓口

に返還してください。

●発送日　７月 16 日（金）

●問合先　町民福祉課町民サービス班

　�３５４-５７０５

　本年２月２８日にチリ中部沿岸の地震に伴

う津波が本県にも来襲しましたが、津波から命

を守るには避難するしかありません。津波防災

について、自主防災組織や町内会の勉強会

等へ気象台職員が出向いて出前講座を行う

ことができます。お気軽にお問合せください。

津波から命を守るために

塩釜地区休日急患診療センター
日曜・休日・土曜準夜の急患診療のため塩釜地区二市三町で運営しています。

診療科目受付時間診　療　日

内科・小児科
　8：45 ～ 11：30

13：30 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（１２月３１日～１月３日）

小児科（15歳まで）18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　塩釜市錦町 7-10　� 366-0630
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●限度額適用・標準負担額減額認定証について
　平成 22 年 7月末が有効期限の認定証をお持ちの方で、8月 1日以降も認定要件を満たしている方には、有効期

限到来前に新しい限度額適用・標準負担額減額認定証を交付します。　8月以降に医療機関に入院の際には、保険証

と一緒に医療機関の窓口へご提示ください。

●問合先　町民福祉課町民サービス班　�３５４-５７０５　　宮城県後期高齢者医療広域連合　�２６６-１０２１

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ

●平成 22年度の保険料について
　長寿医療制度の保険料は、被保険者の方に均等にご

負担いただく ｢被保険者均等割額 ｣と、被保険者の方

の所得に応じてご負担いただく ｢所得割額 ｣を合計し

て個人単位で計算されます。

　平成 22年度の個々の被保険者ごとの保険料額につ

きましては、平成 21年中の所得に基づいて計算し、7

月 15 日以降に個別にお知らせする予定です。

※世帯内で未申告の方がいる場合、保険料の軽減が受

けられないことがあります。申告をお願いいたします。

●保険証の更新について
　長寿医療制度の保険証は、8月 1日が更新日になっ

ています。新しい保険証は、7月25日頃までに個別に

郵送します。

　今回の更新に伴い、保険証の色が、これまでのオレ

ンジ色からみどり色に変わります。8月以降に医療機

関等にかかるときは、みどり色の保険証を忘れずに提

示してください。

　なお、有効期間が平成 22年 7月 31 日となっている

オレンジ色の保険証は、8月 1日以降に町民福祉課ま

で返却してください。

※特別な理由がなく保険料を滞納したままの方には、

通常の保険証より有効期間の短い保険証（短期証）が交

付されます。保険料は納期内にきちんと納めましょう。

平成22年度松島町職員採用試験（高等学校卒業程度）
平成２２年度の松島町職員採用試験を次のとおり実施します。

1．試験区分、職種、採用予定人員及び職務内容

職　務　内　容採用予定人員職　種試験区分

町の政策、法務、まちづくり、福祉、産業振興

など幅広く行政事務に従事します。
若干名行　政

初　級

( 高等学校卒業程度 ) 

2．受験資格

　●行政：昭和６３年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者（平成２３年３月３１日までに４年制大学卒業見込

みの者又は卒業者は受験できません）

3．試　験　日

　●第１次　９月１９日（日）　場所　宮城県自治会館

　●第２次　１０月下旬頃

4．受験手続　所定の申込書に必要事項を記入の上（写真貼付）、役場総務課へ提出してください。実施要綱、申込書は役

　　　　　場で配布します。

5．申込受付期間　７月１日（木）～８月１２日（木）　郵送の場合は、８月１２日までに到着したものまで受け付けます。

　●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１　〒９８１-０２１５　松島町高城字町１０番地

　　※試験の実施要綱は、町のホームページでもご覧いただけます。　http://www.town.matsushima.miyagi.jp/
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　所得が少ないなどで国民年金保険料の納付が経済的に困難なときは、本人の申請手続きにより保険料の納付が免除され

る制度があります。平成２２年７月以降の期間の免除申請については、平成２１年の所得をもとに審査されることになります。

　これまで保険料の全部または一部が免除になっていた方も、承認期間が６月で終了することになります。７月以降免除を

希望するときは、改めて申請の手続きをしてください。３０歳未満の方に適用される「若年者納付猶予制度」も同様です。

　また、以前に申請したときに却下になった方でも、７月以降は所得の審査対象となる年が変わりますので、承認を受けられ

ることがあります。

　　世帯構成別の所得（収入）の「めやす」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【単位：万円】

※「めやす」であり、実際の基準は所得の内訳や控除額、扶養構成などの条件によって変わります。

※免除申請は本人、配偶者、世帯主の前年所得が、若年者納付猶予は本人、配偶者の前年所得がそれぞれ一定額以下

の場合に該当します。

　免除申請及び若年者納付猶予の申請は町民福祉課町民サービス班の窓口で受付をしています。前年の所得を基準として

審査されますので、前年の所得を申告していない方は申告が必要です（無収入の場合も含む）。転入されてきた方の場合、前

住所地より所得証明等を取り寄せていただくことがあります。

　申請が遅れると、その間の事故や病気について、障害基礎年金などの給付が受けられないことがあります。お早めに手続き

をしましょう。

●問合先　ねんきんダイヤル　�０５７０-０５-１１６５

国民年金保険料の納付が困難な方へ ～７月は免除申請の時期です～

児童扶養手当のお知らせ ～平成 22 年 8 月から父子家庭のみなさまにも手当が支給されます～
児童扶養手当とは？

　父母の離婚などで、父又は母と生計が別の子どもを育成する家庭の生活安定と自立を促進し、子どもの福祉増進を図る

ため、１８歳の年度末までの子ども（又は、２０歳未満で一定程度の障害の状態にある方）を養育する方に支給される手当です。

父子家庭の支給要件は？

　次のいずれかに該当する子どもの父が対象になります。

　　①父母が婚姻を解消した子ども　②母が死亡した子ども　③母が一定程度の障害の状態にある子ども　④母の生死が

明らかでない子ども　⑤母が１年以上遺棄している子ども、母が１年以上拘禁されている子どもなど

　　　ただし、請求者又は子どもが、公的年金を受給している場合や子どもが年金の加算対象となっている場合は対象外です。

手当額（月額）は？

　子どもの数や請求者の所得により決定します。請求者及び同居している方の所得審査がありますので、場合によっては受給

できないこともあります。

受給するには？

　児童扶養手当を受給するには、申請が必要です。

　平成２２年８月２日から１１月３０日までに手続きをお済ませください。手続きには、戸籍謄本など必要な書類がありますので、

詳しくはお問い合せください。

●問合先　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

子どもが２人以上の場合子どもが１人の場合区分

２人目　 　　５,０００円加算
３人目以降 　３,０００円加算

４１,７２０円全部支給

９,８５０円～４１,７１０円一部支給

一部納付全額免除

若年者納付猶予
世帯構成

３／４納付半額納付１／４納付

３３５（４８６）２８２（４２０）２３０（３５４）１６２（２５７）（ご夫婦、お子さん２人）

２４７（３７６）１９５（３０４）１４２（２２９）９２（１５７）２人世帯（ご夫婦のみ）

１８９（２９６）１４１（２２７）９３（１５８）５７（１２２）単身世帯

　これまで全額免除または若年者納付猶予の承認を受けていた方で、申請の際に免除の継続を希望された方は、申請

がなくとも継続審査を行い、結果が通知されます。

　申請書にある継続の希望欄の「はい」に丸をしていた方でも、失業等の理由で特例により承認になった方や一部納付

（１／４納付、半額納付、３／４納付）に該当した方などは、継続の対象となりませんのでご注意ください。



20

くくくくくくくくくくくくくくららららららららららららららししししししししししししししくらしののののののののののののののの 情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報情報

水中ウォーキング教室
●内容　歩行プールでのウォーキングで水に慣れた後、

25ｍプールでいろいろなウォーキング、スト

レッチなどの水中運動を行います。　

●対象　65歳以上の健康な方が対象です。

●日程　7月 31 日（土）、8月 7日（土）、8月 21 日（土）、8月

 28 日（土）、9月 4日（土）、9月 11 日（土）、9月 18 日

（土）、9月 25 日（土）

　　　　＜実施時間　10：00 ～ 11：30 ＞

●場所　温水プール美遊

●参加料　４,０００円（全８回コース）

●申込締切　7月 13 日（火）

楽らくエアロビクス教室
●内容　スタジオまたはシルバートレーニングルームを

使って、音楽にあわせてリズムダンス＆ウォー

キング、ボール体操など柔軟性、バランス、筋

力アップのための体操を行います。

●対象　65歳以上の健康な方が対象です。

●日程　7月 22 日（木）、7月 29 日（木）、8月 5日（木）、8月

 19 日（木）、8月 26 日（木）、9月 2日（木）、9月 9日

（木）、9月 16 日（木）

　　　　＜実施時間　10：00 ～ 11：30 ＞

●場所　温水プール美遊

●参加料　４,０００円（全８回コース）

●申込締切　7月 13 日（火）

●申込み・問合先　町民福祉課健康長寿班　�３５５-０７０３

郵便等による不在者投票ができます

　郵便等による不在者投票は、お持ちの身体

障害者手帳や戦傷病者手帳、介護保険の被保

険者証「要介護５」の方が認められています。

　なお、投票には「郵便等投票証明書」が必

要となりますので、上記に該当する方は投票

日前に申請してください。

選挙速報がパソコン・携帯電話で見られます

●発表内容・予定時刻

　・定時投票率：毎時１５分毎

　・最終投票率：午後８時３０分頃

　・確定投票率：午後１０時３０分頃

●ＵＲＬ　http://www.town.matsushima.miyagi.jp/senkyo.html

●注意事項　一部の携帯電話では、閲覧できない場合があります。

投票時間は午前７時から午後８時までです。

参議院議員通常選挙が６月２４日公示・７月１１日に投票が行われます。

仕事や用事、旅行などで投票日に投票所へ行けない方は、期日前投票がで

きます。

●期　間　６月２５日（金）～７月１０日（土）　午前８時３０分～午後８時

●場　所　松島町役場（印鑑は不要です。投票所入場券をご持参ください）

●問合先　選挙管理委員会　�３５４-５８９３

7月 11 日は参議院議員通常選挙の投票日です

介護予防教室参加者募集
　血液を必要とする患者さんのために、あなたにも

誰かを支える人になっていただきたいのです。

　ぜひ、ご協力をお願いします。

●日時　７月２８日（水）　受付：午後２時～午後４時

●場所　医療法人友仁会　松島病院

●内容　全血献血（４００ml・２００ml）

●献血の基準

●問合先　保健福祉センター　健康長寿班　�３５５-０６６６

２００ml 献血４００ml 献血

１６歳から１８歳から年齢

４５　Kg以上
５０　Kg以上

男体
重 ４０　Kg以上女

献血にご協力お願いします

『体脂肪　燃やして発電　出来ないか』　（サラリーマン川柳より）

総合健診まであと２カ月。

プールで健康づくり、してみませんか？

●日時　７月９日 （金） 　午前１０時～午前１１時３０分

●場所　松島町温水プール（美遊）

●内容　水中エアロビクス（水着と水泳帽をお持ち

ください。）

※泳げない方も大丈夫！ 気持ちよく水の

中で体を動かします。

●参加費　500 円

●申込み　7 月 8 日 （木） まで下記へお申込みください。

　　　　　町民福祉課健康長寿班健康づくり担当

　　　　　�３５５-０７０３

『健康の日』参加者募集

※手樽行政区の皆さんへ

今回の選挙より「手樽生活センター」

から「手樽地域交流センター（旧第

３小学校）」に投票所を変更すること

になりました。
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　住宅の耐震基準が強化された昭和５６年以前に建てられた木造住宅は、地震時に倒壊する危険性が非常に高くなっ

ています。町では住宅倒壊の被害を防ぐため、耐震診断費用の一部を助成しています。耐震診断を受けて住まいの

安全を確認してみませんか。

●内容　町が派遣する専門家が住宅の地震に対する強さを調査・診断します

　※補強が必要な場合は改修計画の作成や工事費の見積もりを行います

●対象　昭和５６年５月３１日以前に着工された木造戸建て住宅

●診断費用　自己負担額８,０００円

　※住宅の延べ床面積が２００㎡を超える場合は割増となります

●助成額　耐震診断には通常１４万４千円かかりますが、

　　　　　自己負担額８,０００円を除く１３万６千円を町と国・県が助成します

●予定件数　１０件（先着順）

●問合先　建設課施設管理班　�３５４-５７１５

　毎年、日本赤十字社では赤十字の活動資金の協力をお願いしています。松島町分区では、７月中旬頃から協賛委員

が赤十字を代表して各家庭を訪問しますので、ご協力をお願いいたします。

●実施期間　７月中旬～８月下旬頃まで

※募金の額について

　納めていただく金額については、特に決まっておりません。５００円以上の金額の場合社費と

して、５００円未満の場合は寄付金として取扱させていただいております。納めていただいた資

金は、日本赤十字社宮城県支部へ全額送金され各種の事業に充てられております。

●赤十字の主な活動

　国際活動・国内外での災害救護活動・看護師養成事業・医療事業（赤十字病院など）・血液

事業（献血）・社会福祉事業・講習普及事業（救急救命）・ボランティア活動など

●問合先　日赤松島町分区

　　　　　町民福祉課福祉班　�３５４-５７０６

地震に備えて耐震診断を受けましょう

みんなで参加を！

実施日　7月25日（日）
地震から家族や財産を守るために万一に備えて積極的に参加しましょう。

※午前９時にサイレンが鳴ります！　　　 ●問合先　総務課環境防災班　�３５４-５７８２

総　合　防　災　訓　練

家庭でも防災訓練
●場所：各地区訓練会場

●時間：各地区で異なります

●内容：災害図上訓練、防災無線送受信訓練、

　　　　情報収集報告訓練、避難訓練　等

災害対策本部訓練
●場所：役場庁舎

●時間：午前９時から

●内容：災害対策本部設置訓練、防災無線送受信訓練、

災害図上訓練、災害協定養成訓練等

　　　　役場内災害対策本部と各行政区等における地震

災害対処についての検証を行います

日本赤十字社　社員募集のご案内
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　夏休みをマリンスポーツで思いっ

きり楽しみませんか。カヌーやバナ

ナボートの試乗体験イベントの参加

者を募集いたします。

●日時　８月１１日（水）

　午前９時３０分～午後４時

●場所　登米市迫Ｂ＆Ｇ海洋センター

●定員　１０人

●対象　小学４年生～６年生

●集合等　午前７時４５分に松島町

Ｂ＆Ｇ海洋センターに集合。職員

が送迎します。松島町Ｂ＆Ｇ海洋

センターへは午後５時頃に到着し

ます。

●参加費　１人８００円（昼食代、保

険代、参加記念品代）

●申込み・問合先　スポーツ振興セ

ンター　電話可（定員になり次第

締切ます）　�３５４-４４８５

●日時　８月１５日（日）　午前７時４５分～
●会場　Ｂ＆Ｇ松島海洋センター体育館
●競技種目　
　（１）男子個人戦　①Ａクラス（上級者）　②Ｂクラス（初～中級者）　

　　　　※過去Ｂクラスの決勝進出者は、Ｂクラスの出場をご遠慮ください。

　（２）女子個人戦　オープン

　（３）ダブルス戦　男女フリー

●競技方法　４０mm公式ホワイトボール使用、１１本５セット。
　全種目予選リーグ（２名勝上り）、決勝トーナメント。一部は当日抽選。

　　※参加状況により、予選を１１本３セットにする場合もあります。

●参加資格　町内在住、在勤、在学者。隣接案内中学校。
　　　　　　町内各小学校・中学校の卒業者。

●参加料　個人戦（１人）６００円、ダブルス（１チーム）８００円
　　　　　　※参加料は、大会当日会場の受付で徴収。

●申込み・問合先　Ｂ＆Ｇ松島海洋センター気付、松島町卓球協会宛（松島町
高城字浜１－１）�３５３-３６８８

●締切り　８月９日（月）必着（事務局で抽選します）

　今年もイベント盛りだくさん催し

ておりますので、ぜひご家族、お友

達と遊びに来てください。

●日時　８月４日（水）　午後３時～

午後８時３０分（一般開放）（雨天中止）

●イベント内容　ちびっこフェスティ

バル（スイカ割り（限定２０人）、大道芸、

ちびっこサマー抽選会）、模擬売店、ア

トラクション、盆踊り大会、花火大会

●場所　仙台駐屯地

●その他　駐車場には制限がありま

すので、公共交通機関をご利用く

ださい。

●問合先　陸上自衛隊仙台駐屯地司

令職務室　�２３１-１１１１（内線３８６１）

●日時　７月２５日（日）

　午前９時３０分～正午

●場所　塩釜建設技能者訓練協会　

（塩釜市月見ヶ丘２－２）

●対象　小学４年生～６年生と保護者

●参加費用　親子１組５００円（１５組）

●内容　本立ての制作

●持参　金づち、のこぎり（家庭に

あるもので結構です）

●申込み　申込用紙は塩釜建設技能

者訓練協会事務所に用意していま

す。（申込先着１５組で締切り）

●締切り　７月１６日（金）

　午後４時まで

●その他　①工作中の事故には主催者

で保険に加入します。なお、自宅か

ら会場までの往復経路の事故につい

ては、保護者の責任においてお願い

します。②工作の指導は当協会の訓

練指導講師と訓練生が行います。

●問合先　塩釜建設技能者訓練協会

事務所　�３６２-７６１２

●日時　８月７日（土）

　午後2時 ３０ 分～午後8時（雨天決行）

●場所　身体障害者療護施設　杏友園

　（塩釜市新富町１４－１０）

●問合先　身体障害者療護施設

　杏友園　結城・須藤　�３６１-６８１５

　各地区の盆踊りに向けて、和太鼓

の体験講習会を開催します。どなた

でも楽しく参加できます。

●日時　7月 ２４ 日（土）、7月 ２５ 日（日）、

　7月 ３１ 日（土）　午後7時～午後9時

●場所　中央公民館１階

　※運動しやすい服装でご参加ください

●主催　松島五大堂太鼓の会

●申込み・問合先　中央公民館

　八木�３５２-２９３０、千葉�３５４-３３６３

　（FAX兼）

夏休み親子工作教室

仙台駐屯地「夏祭り」

B&Gマリンスポーツフェスティバル 杏友園　夏祭り

盆踊りの太鼓を打ってみませんか

●日時　７月１９日（月）

　午後１時～午後４時３０分

●場所　中央公民館

●参加費　５００円

●内容　学生及び研究者による地域

日本語教育及び関連する研究論文

の発表

●その他　発表後は手作りお菓子で

参加者全員の交流会を予定

●問合先　�３５4-3178（小野）

第二回　松島日本語教育研究集会

●日時　７ 月２３日（金）

　午後 ６ 時３０分～

●対象　幼児～大人

●場所　塩釜市玉川公民館　大会議室

●会員制　入会随時（前々日まで）

●問合先　塩釜子ども劇場　

　�３6７-０９７２

塩釜子ども劇場　創立 ２５ 周年記念

合同例会「だいっきらい」
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健 康 ら ん ど
マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
７月５日（月）、７月２６日（月）、８月９日（月）
母子健康手帳の交付　９：３０～１１：００
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　�３５５－０７０３）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
７月２日（金）　３～４カ月児健診（H2２.2月８日～H2２.４月２日生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５
７月７日（水）　２歳６カ月児歯科健診（H20.1 月～ 2月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１２：３０～１２：４５
７月７日（水）　２歳児むし歯予防教室（H20.6 月～ 7月生）
　　　　　　　　　　　　受付　１３：００～１３：１５

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
７月５日（月）、７月１３日（火）どんぐり保健室　９：００～１１：３０
７月８日（木）、７月２１日（水）どんぐり保健室　１３：３０～１４：３０
　血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽
にご利用ください。

予防接種
【ＢＣＧ】
　７月２０日（火）　H22.1 月 25 日～ H22.4 月 20 日生

シルバー昼食会
７月２日（金）、１６ 日（金）　あったか～い（品井沼）
７月６日（火）、２０ 日（火）　あったか～い（どんぐり①）
７月８日（木）、２２ 日（木）　あったか～い（健康館）

７月 １３ 日（火）、２７ 日（火）　あったか～い（どんぐり②）
７月 １４ 日（水）、２８ 日（水）　あったか～い（公民館）
７月 ２９ 日（木）　　　 　　　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業
７月９日（金）　健康の日　１０：００～１１：３０
７月 ２６ 日（月）　ノルディックウォーキング教室

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（１人３０分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　�３５５-０７０３（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
７月９日（金）　ぱいんの会　１０：００～１３：００
　　　

塩釜保健所での各種受付（予約制）
HIV 抗体検査　　　　　７月７日（水）、７月 ２１ 日（水）
骨髄バンク登録受付　　７月７日（水）、７月 ２１ 日（水）　9：００ ～ １7： ００
＊ HIV 抗体検査、骨髄バンク登録は電話予約により匿名で受け
付け、原則として無料です。

　検査・登録受付日の前日まで予約をお願いします。
　予約受付日・時間は平日９時から午後５時まで（祝祭日除く）
●申込み・問合先
　　塩釜保健所　障害者支援班　�３６５-３１５３
　　塩釜保健所　疾病対策班　　�３６３-５５０４
　　保健福祉センターどんぐり　�３５５-０７０３（保健師）

≪心の健康づくり≫　④　〈アルコールについて（その2）〉
　先月号でご紹介した“アルコール依存の兆候チェック”はいくつ当ては

まりましたか？その中で「飲酒量が多い」という項目がありましたが、ど

のくらいを多いというのでしょうか。

　アルコール依存症の危険が高まる多量飲酒とは、１日の平均飲酒量が

ビールなら 1500ml、日本酒なら３合弱、焼酎なら 300ml、ワインなら

600ml、ウイスキーなら 180ml を超える量です。高齢者や女性ではもっと

少ない量でも危険が高まります。健康的な生活を送るためには、1日の平

均飲酒量を下記の量までにすることが勧められています。

～適切な飲酒量は？～

　アルコールへの依存が進むと、お酒を飲むことを正当化しようとします。

「自分はお酒に強い」「自分は他の人より肝臓が強い」「いくら飲んでも少

し寝ればさめるから大丈夫だ」といった考え方は要注意です。

※次回、アルコール依存症の診断や予防についてご紹介します。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　保健師　�３５５－０７０３

　６月４日の３歳６カ月児健診で、むし歯のなかったお

子さんを紹介します。

 浅  沼  陽  明 くん（松島）　　　 丹  野  亜  咲  美 ちゃん（下竹谷）
あさ ぬま はる あき たん の あ さ み

 佐  藤  裕  真 くん（本郷）　　　 土  田  湖  々   呂 くん（高城）
さ とう ゆう ま つち だ こ こ ろ

 及  川  璃  星 ちゃん（高城）　　 赤  間  里  桜 ちゃん（磯崎）
おい かわ り せ あか ま り お

 佐 
さ

 々  
さ

 木  優  愛 ちゃん（高城）　 熊  谷  優  桜  々  ちゃん（高城）
き ゆ め くま がい う ら ら

 早  坂  春  暉 くん（幡谷）　　　 品  川  達  哉 くん（磯崎）
はや さか かず き しな がわ たつ や

 平  岡  慎  梧 くん（初原）　　　 中  村  洋彩 くん（本郷）
ひら おか しん ご なか むら ひいろ

 川  住  彪王 くん（幡谷）　　　
かわ ずみ ひょう

 o 
たか

 橋  優  空 ちゃん（幡谷）
はし ゆ ら

 赤  間  心音 ちゃん（磯崎）　　 三  浦  碧海 くん（幡谷）
あか ま こころ み うら あおい

 藤  村  拓  馬 くん（磯崎）
ふじ むら たく ま

　　　　　　　　　　　　　　　　以上、１７人でした。

★これからも良い食習慣と歯みがきを続けて、きれいな

歯を守りましょう！

≪今月のピカピカ賞≫≪今月のピカピカ賞≫

（高齢者・女性）

　ビール　　　250ml まで

　日本酒　　　1/2 合弱まで

　焼酎　　　　50ml まで

　ワイン　　　100ml まで

　ウイスキー　30ml まで

（壮年男性）

　ビール　　　500ml まで

　日本酒　　　1合弱まで

　焼酎　　　　100ml まで

　ワイン　　　200ml まで

　ウイスキー　60ml まで
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動物から信頼されるトレーナーを目指して
マリンピア松島水族館 山田彰乃さん

2010 7月号  No. 427

憧れのトレーナーに

　山田彰乃さんは、５月にマリンピア松島水族館のア

シカのショーにデビューした新人トレーナーです。「緊

張したのは最初のうちだけでした。中高と運動部の

キャプテンをやっていたのが活かされましたね」と話す

山田さん。先輩からも「肝が据わっている」と驚かれた

そうです。

　山田さんは小学１年生のときに観たイルカの水中

ショーのお姉さんトレーナーに憧れ、東京都内のドル

フィントレーナー養成の専門学校に進学。全国の水族

館を巡り、飼育方法やイルカのショーのアドバイスを

聞いて廻ったそうです。

難しいのがアシカとの信頼関係
　３月の入社から練習に励んできた山田さん。

　１回５分の練習を多くても１日３回しかできません。

それでも、アシカのショーでは、先輩トレーナーと３匹

のアシカにボールを使って玉入れをさせたり、水中か

らジャンプさせたりして観客から歓声を浴びていまし

た。「アシカ同士の相性を気にしながら距離間を保った

り次にやることを考えています。その日の体調によっ

ても指示を聞かないこともあります。むずかしいのは

アシカとの信頼関係ですね」と話す山田さん。それでも

「アシカが指示通り動いてくれたときは本当にうれし

い」と喜びも感じています。

アシカが楽しんでショーができるように
　「アシカのショーは餌を利用してアシカに指示を出し

ますが、餌を与えなくてもアシカ自身が楽しんで

ショーをできるようになりたいですね。そうすれば、

トレーナーも観客の皆さん

ももっと楽しいはず。」と話

す山田さん。ドルフィント

レーナーとして活躍する日

を目標に、勉強する毎日が

続いています。

（Ｈ ２２ 年 6 月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,500 人（－    2）　   人口 15,498 人（－14）
女 7,998 人（－12）　   5,507 世帯（－1）
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▲ 和風建築の優美な姿を残す貴重な建物です

（
松
島
字
町
内
）

浅井元義スケッチシリーズ

▲山田彰乃さん


